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図１  木造家屋の全壊と地盤種別の分布；土木学会東北支部（1980）に加筆 

下図の範囲 

震度 

５（気象庁）

６弱（ｱﾝｹｰﾄ）

５強（ｱﾝｹｰﾄ）

５弱（ｱﾝｹｰﾄ）

仙台市 
(当時) 

黒松 

多賀城市 

名取市

泉市
（当時）

凡 例 

全   壊 
（居住不能を含む）

第一種地盤 
（宅造造成地） 
第二種地盤（段丘） 

第三種地盤（沖積） 

第四種地盤（ 〃 ） 

が け 崩 れ 
（石垣を含む） 



 2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２  緑ヶ丘団地の盛土と家屋被害（平面図と断面図）；宮城県(1980)に加筆 
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図３ 水道配水・給水管路被害分布；仙台市（1979）に加筆  
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図４ 水道管路の被害と切土・盛土境界からの距離の関係；片山ら 1979) 
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分類 ～４ ５弱 ５強 ６弱 ６強～７

1 小 中 大 大 大
2 小 小 中 大 大
3 小 小 小 中 大
4 小 小 小 小 中

図５  造成地の地震被害想定手法；宮城県(1988)に加筆 


